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韓国図書館訪問記
－高麗大学校図書館との図書館間協力に関する覚書取り交わしまで－
奥 村 　 佳 郎（総務課）
2 0 0 1年 9 月1 0日～1 1日、浦川館長と中元総務
課長、奥村（総務課）の 3 名で韓国ソウル市の高
麗大学校図書館ほか、国立国会図書館、国立中央
図書館、梨花女子大学校図書館を訪問した。
今回の訪問の直接のきっかけとなったのは、
同年 7 月 2日に、本校の訪問学者であった朴京子
（Park, Kyung-Ja)高麗大学校図書館長が当館を訪問
され、浦川館長との会談において、これまで長く
交流のあった両図書館の協力関係をより緊密で実
効性のあるものにしたいとする点で意見が一致し
たことである。
さっそく同年 8月2 7日～ 9 月 1 日の間、朴館
長はじめ任愛敬（Yim, Ai-Kyung）整理課長、宋炳
国閲覧課長（Song, Byung-Gook）が来館され、当
館からの案内により国立国会図書館、東京大学附
属図書館、慶應義塾三田メディアセンターを訪問
された。特に朴館長は各大学における修士・博士
論文（全文）の電子化状況に強い関心をお持ちで
あり、せいぜい目次のデータまでで全文の電子化
までには至っていない日本の学術情報の電子化状
況に少々首をかしげておられ、その電子化の重要
性を強く訴えておられたのが印象的だった（韓国
の状況については後述）。また、特に当館訪問に際
しては、当館での韓国語データベース利用者への
一助にと、韓国語W i n d o w s搭載のノート型パソコ
ン 1 台をご寄贈いただいた（その後総合閲覧課内
に設置された）。
そして早稲田大学図書館から冒頭に記したとお
りの訪韓が実現し、高麗大学校を訪問した。その
際には、当館からの返礼として日本語W i n d o w s搭
載のノート型パソコン 1 台を寄贈した。お互いの
言語のW i n d o w s搭載のパソコンを交換する発想は
高麗大学校側のものだったが、同じW i n d o w sであ
ればどの言語版を使ってもそう大差ないという視
点とはいささか異なる、実際に人の手を介するコ
ミュニケーションの象徴的な意味合いも込められ
ていた。訪問した時点において、日本で購入した
パソコンで韓国語のページを開き韓国語の検索語
を入れて韓国語のデータベースを検索することが
容易ではない、という状況においては、この物々
交換もそれなりの意義があった。
朴館長一行が来日された折は当館側としても最
善を尽くしたつもりだったが、私たちが高麗大学
校図書館を訪問した際の先方の対応はそれを遥か
に凌駕するものであった。すべてを言い尽くし難
いがとても親身に対応していただいた。図書館情
報学で博士号をもつ方（B a n g）部長の案内で、国
立国会図書館、国立中央図書館、梨花女子大学校
中央図書館を見学することができた。国立国会図
書館では図書館長主催の昼食会が開催され、館長
のご親戚が早大に留学されていたという親近感も
手伝ってか次に国立中央図書館へと向かう私たち
に館長専用車が貸し出されるという一幕もあった。
韓国の図書館における電子情報社会への対応
電子情報社会への図書館の対応ということに関
しては、巨大なインフラの整備を前提条件とする
ところもあってどうしても国の関与の仕方が大き
く左右する。韓国では「国家デジタルライブラリ
ー計画」という国家主導の大型プロジェクトが
1 9 9 5年から進められており、国立中央図書館、国
立国会図書館、法院図書館、産業技術情報院、研
究開発情報センター、教育情報院といった情報関
連機関がそれぞれが所蔵する資料の特徴をふまえ
た上で分担して資料を電子化している。社会科学
分野の修士・博士学位論文の全文電子化などは国
立国会図書館の分担として進められており、オン
ライン目録の整備は、大学図書館については教育
情報院（K E R I S）により日本の情報学研究所（N I I）
とよく似た体制でオンライン共同目録の運営が成
されている。公共図書館については、国立中央図
書館を中心としてK O L I Sという全国の公共図書館
を結ぶネットワークが構築されており、機械可読
目録（M A R C ）としてはK O M A R C が作成され全国
の図書館に提供されている。館種により管轄する
部署およびネットワークが違うものの基本的には
役所中心の電子化推進体制である点において日本
と似ているが、全体的な整合性があるようにも感
じられた。国全体として図書関連データベースの
電子化を推進する勢いのようなものを感じた。
高麗大学校図書館
高麗大学校は、本学が1 9 7 3年に韓国ではじめて
学術・学生交流協定を締結した名門私立大学であ
り、本学はその後、ソウル大学校、延世大学校、
梨花女子大学校をはじめ韓国内で計1 7の大学等と
同協定を締結している。
ソウル市北東部に位置し、学部学生約2 5 , 5 0 0名、
大学院生約7 , 6 0 0名を数える。創立1 0 0周年にあた
る2 0 0 5年を間近にひかえ、記念事業としてデジタ
ル資料を専門に扱うデジタル図書館の建築も進め
ている。中央図書館（新館・旧館）のほかに、科
学図書館、医学図書館と郊外の瑞倉図書館があり、
1 6 5万冊の蔵書がある。1 9 8 9年には当館より同大
学図書館に寄贈本等のうち本館蔵書との重複和書
約9 , 0 0 0冊を寄贈し、同年、当時の奥島館長と今井
事務長が同館を訪問した経緯がある。
私たちが訪問した頃はちょうど新学期にあたる
こともあり図書館内は活気に包まれていた。実際、
1 日あたりの利用人数は１万人におよぶという。
1 階入口には四つのコーナーにそれぞれ別の書店
が本を並べており、利用者がそ
こから本を選び出して図書館に
購入を推薦するといった企画コ
ーナーも設置されていた。
朴高麗大学校図書館長と当館
の浦川館長との会談では、前回
に引き続き両館のより発展的な
協力関係の構築について話がお
よび、今回の訪問後、人的な交
流を含んだ両館の協力関係に関
する覚書を取り交わそうという
ことで意見が一致した。
国会図書館、国立中央図書館
韓国では、国会および国会議
員の調査をサポートする国会図書館と、国の中央
図書館的機能を担う国立中央図書館とがある（ち
なみに日本の国立国会図書館はこの 2つを併せ持
った図書館である）。国立中央図書館では国の司書
制度のセンター的な機能も備えており、全国の司
書を対象としたリカレント教育がなされている。
梨花女子大学校図書館
資料のデジタル化を積極的に行っている図書館
として有名であり、古書を含めて2 0万ページを電
子化してきている。2 4時間利用できる閲覧室が用
意されており、女子大学ということもありセキュ
リティー上の観点から夜 1 2時から朝 5 時までは入
室・退室ともできなくしているとのことだった。
高麗大学校図書館との図書館間相互協力に関する
覚書
朴高麗大学校図書館長との相互訪問を経て、翌
年2 0 0 2年 3 月、当館と高麗大学校図書館との間で
図書館間相互協力に関する覚書を取り交わした。
その後、三浦総合閲覧課長が同館を訪問し実際の
運用の詳細を詰めることにより、両館の新たなサ
ービスが始まることになった（詳しくは次の三浦
課長の文章をご参照のこと）。
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高麗大学校図書館
